
昭和60年

乙



いいまち今金ゆめのまち
.第 2回雪まつり

2
回
目
を
迎
え
ま
し
た
冬
の
伝
大

イ
ベ
ン
ト
が

2
月

9
、
m.
日
目
的

3

日
間
に
わ
た
り
、
百
ま
つ
り
尖
行
委

只
会
が
主
似
し
問
悩
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
内
参
加
間
体
は
、
初
団
体
お

基
で
あ
り
ま
し
た
が
、
今
年
は
お

団
体
九
基
と
、

UH
林
出
羽
や
住
吉
友
町

会
が
初
参
加
さ
れ
る
な
ど
多
く
‘

一

段
と
盛
り
上
が
っ
て
お
り
ま
し
た
。

夜
は
、
照
明
に
附
し
だ
さ
れ
た
百

像
は
夜
空
に
ク

y
キ
リ
と
浮
上
、
参

観
者
を
魅
了
し
て
お
り
ま
し
た
。
ま

た
、
子
ど
も
述
は
い
た
る
所
の
ス

ベ

リ
台
め
ぐ
り
で
観
戸
を
上
げ
、

ゃ
い
で
お
り
ま
し
た
.

参
観
者
数
は
、
初
日

8
千
人、

2

日
目
l
万
人
、

3
日
目

1
万
人
起
と

延
べ

3
万
人
あ
ま
り
が
つ
め
か
け
賑

わ
い
ま
し
た
。

地
元
、
近
郊
は
も
と
よ
り
、
泣
く

は
札
鋭
、
函
館
方
面
と
範
囲
が
広
く

フえ
l
e
す
げ
え
な
あ
1
11
こ
ん
な

に
良
い
の
な
ら
無
理
し
て
速
く
に
出

か
け
る
必
要
が
な
い
な
あ
|
|
U
と

の
話
し
戸
が
あ
っ
ち
こ
っ
ち
。

は
し

燃えましたをの祭興

3万人熱く

スノースエステイバJレ

• 

• 

• 

• 

か
け
た
と
こ
ろ
、
河
枚
が
絡
ま
り
則

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た

柑
山
支
庁
に
よ
る

「
北
方
領
土
返
還

署
名
運
動
」
が
展
開
さ
れ
、

1
千
人

の
署
名
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
準
備
や
作
業
が

1
月
お

日

l
z月
8
日
の
同
日
問
、
述
日
述

夜
に
わ
た
り
、
努
力
、
苦
労
さ
れ
て

造
ら
れ
た
索
時
ら
し
い
も
の
で
す
。

作
業
に
従
事
さ
れ
た
方
は
、
服
に

木
が
っ
た
い
、
そ
れ
が
寒
気
の
た
め

ツ
ラ
ラ
と
な

っ
て
垂
れ
下
が
る
状
態

で
の
結
品
で
す
。

こ
う
し
た
包
像
づ
く
り
に
参
加
さ

れ
た
の
は
、
幼
柑
凶
や
保
育
所
園
児

を
始
的
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
問
、

子
供

会
、
各
職
場
、
部
孫
町
内
会
な
ど
で

す
。盛

況
に
終
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

こ
と
は
、
皆
様
の

ご
労
苦
の
結
晶
に

よ
る
も
の
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ご

苦
労
憾
で
し
た
。
き
っ
と
こ
れ
が
定

精
し
、
今
金
町
町
名
物
行
事
と
な
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

テニスヲラプのマンモス雪像

吹雪tf認11Jム

本
部
内
「
ピ
ル
に
ゴ
ジ
ラ
」
が
の

つ

か
っ
て

い
る
嫌
や
手
の
こ
ん
だ
「
大

阪
城
、
ハ
リ
ス
ト
教
会
」
な
ど
に
た

め
息
が
も
れ
て
お
り
ま
し
た
@

イ
ベ
ン
ト
は
、
今
金
中
学
校
の
武

問
先
生
が
作
問
、
作
曲
し
た
「
宝
ま

つ
り
讃
歌
」
を
今
中
生
徒
の
シ
ン
セ

サ
イ
ザ
ー
前
奏
と
コ

l
ル
7

ミ
l
混

戸
合
陥
団
の
も
と
に
披
露
さ
れ
ま
し

た
。
更
に
、
川
津
恒
一
さ
ん
か
ら
「
帝
国

ま
つ
り
テ

1
7
ソ
ン
グ
」
が
紹
介
さ

れ
る
な
ど

『
ま
と
い
撮
り
や
狩
場
だ

い
こ
、
人
間
ポ
プ
ス
レ

l
、
風
船
削

競
争
、
ス
キ

l
大
会
、
電
々
餅
っ
き

ば
や
し
、
カ
ナ
リ
ヤ
会
カ
ラ
方
ケ
競

嗣
‘
瀬
棚
中
学
校
吹
奏
楽
部
出
袋
、

組
子
レ
ク
リ

ェ
ー
シ

ョ
ン

ゲ
l
ム
」

多
極
多
彩
の
刷
出
し
で
し
た
.

実
行
委
只
会
パ
ザ

l
は、

3
日
間

の
計
画
の
も
と
に
「
い
も
て
ん
、
う

ど
ん
、
そ
ば
、
焼
と
り
、
甘
酒
、
牛

乳
、
豚
の
ま
る
焼
し
な
ど
が
用
意
さ

れ
ま
し
た
が
、
焼
と
り
は

3
日
分
2

千
本
を
用
意
し
た
と
こ
ろ
初
日
で
売

り
切
れ
て
し
ま
う
な
ど
、
パ
ザ

l
会

場
は
何
時
で
も
キ
y
シ
リ
、
ひ
し
め

き
合
い
、
先
場
係
は
材
料
不
足
に
悩

ま
さ
れ
る
な
ど
、
う
れ
し
い
悲
鳴
を

上
げ
て
お
り
ま
し
た
.

更
に
会
場
内
で
は
、
電
報
屯
筒
局

に
よ
る

「無
料
包
括
サ
ー
ビ
ス
」
や

日
赤
奉
仕
団
今
金
支
部
に
よ
る

「
ア

フ
リ
カ
に
愛
の
毛
布
を
M
H

」
と
呼
ぴ

( 2 ) 

んでください。

@協力校

槽山北高等学校

@あて先・聞い合わせ先

干064札 幌市中央区南 14条

西 12丁目

北海道有朋高等学校

電話(011)563-1105

北海道有朋高等学校生徒募集
いつでもどこでも、誰で

もが学べる道立通信制高等

学校です.

@募集潮間 1/25-3/30 

。願書の楕求

本校または協力校にあり

ます。 郵送希望の方は、切

手 170円分を同封 L申 L込

( 3 ) 



9.わがまち意識 10.幸福感

この町をわが町だと感じますか 現在の生活に幸福ですか

大 い に感じる 35.7% とても幸福だ 13.4% 

やや感じる 21.8% まあ幸福だ 44.8% 

少 し は感じる 17.7% やや幸福だ 14.2% 

なんとも，思っていない 11.3% 幸福でも不幸でもない 16.4% 

あまり感じない

全〈感じない

不 日月

12 階層意識

あなたの暮し向き

上の上 0.7% 

上の下 0.9% 

中の上 14.2% 

中の中 44.5% 

中の下 25.1% 

下の上 11.7% 

下の下 21% 

不明 0.9% 

13.旅行

旅行回数(年)

。回 21.8% 

1 -2回 44.0% 

3-4回 16.0% 

5 -6回 9.8% 

7回以上 8.5% 

不 H悶 0.0% 

15.仕事満足度

16 住宅満足度

8.7% やや不幸だ 3.5% 

4.3% どちらかといえば不幸だ 4.8% 

0.4% とても不幸だ 1.1% 

わから な い 1.4% 

不 明 0.4% 

14.社会参加

¥¥¥¥~  
必ず参 なるべ たま tこ

加する
く参加 書加す
する る

スポーツクフブ、スポ ツ大会 5.3% 14.3% 14.8% 

町内会、部落会、地区の集まり 8.3% 14.4% 14.4% 

仕事での長会、忘年会、慰安旅行 32.0% 29.6% 11.6% 

PTA、子供会 10.4% 18.1% 12.1% 

墓参り、神社参り、礼拝など 28.5% 32.3% 17.9% 

大売り出し、セールなど 4.0% 11.1% 36.8% 

町のお祭り、盆踊り 87% 18.2% 25.3% 

婦人会、青年団、老人会 4.6% 9.5% 8.6% 

親戚づきあい 35.1% 37.5% 16.2% 

清掃奉仕、交通安全運動 10.5% 21.0% 15.7% 

17.まちの生活環境の満足度

¥¥¥¥¥  
大いに やや I出足でも

不I両でも
満足だ 1両足だ ない

------------
仕足之でJ<にす満か 住足宅に満

ですか 貨物の便利き 15.0% 44.7% 138% 

大いに満足だ 7.6% 9.1% 交通の便利さ 8.8% 35.0% 9.5% 

やや満足 27.9% 33.1% 医療施設 9.8% 32.7% 14.8% 

少し満足 10.5% 11.9% レジャ一地殻 6.1% 21.9% 26.6% 

満足でも不満でもない 18.4% 9.7% 公 図、緑 地 7.4% 27.6% 19.8% 

少 し不満 11.0% 14.0% 犯罪、非行防止 2.2% 206% 39.3% 

やや不満 7.0% 9.6% 公害 防 止 7.3% 28.3% 278% 

大いに不満だ 4.5% 11.0% 教育施 引bLぇ 1l.0% 36.9% 23.6% 

わからない 4.0% 0.4% 世h き 口 1.5% 4.8% 16.7% 

不 明 9.2% 1.2% 文化施 壬HUFぇL 4.6% 18.2% 236% 

[ 5 ) 

11.テレビ

一 日のTV時間

全く見ない 1.1% 

1 -2時間 35.2% 

3-4時間 45.8% 

5-6時間 13.6% 

7時間以上 4.3% 

不 明 00% 

• • あま リ めった
害加し に幸1Jf1 耳= H月
ない しない

11.6% 44.8% 9.1% 

11.0% 45.9% 60% 

4.1% 14.2% 8.4% 

7.3% 31.7% 20.4% 

7.9% 97% 3.8% 

16.4% 26.6% 5.1% 

17.3% 26.0% 4.6% 

11.2% 56.5% 9.8% 

4.5% 4.5% 2.4% 

13.7% 33.1% 60% 

. 1・
やや 大いに

不 明
不満 不満

180% 7.1% 1.4% 

27.1% 18.1% 1.5% 

24.5% 16.5% 1.7% 

22.6% 209% 2.0% 

27.8% 16.2% 1.3% 

24.7% 10.6% 2.6% 

248% 10.6% 1.2% 

19.5% 7.2% 1.9% 

27.6% 46.8% 26% 

29.1% 22.5% 2.1% 

ー「道南の生活の質」アンケート調査結果

おらか町の意識35.796
:世間:出時#白止措世世社世拍仕掛時拍担割拍

北海道教育大学函館分校が道南住民の意識調 対象者は、選挙人名簿から無作為によるもの

査を昨年12月1自力、ら一週間にわたり抽出によ で満20-59歳 までの男女であ ηます。

り「函館市 896人、上磯町 176人、森町 272人、 その結果は次のようになっております。何か

今金町 256人、計上 600人J を対象に調査をさ

れました。

の参考 に Lてください。

「道南の生活の質J の社会調査集計結果 北海道教育大学函館分校社会学研究室 昭和60年 2月15日

対象者数=1，600人 回収率=57.6% 実施期間J=II!J和59年12月 l日-10日

1.年齢 3.居住年数 4.住居形態 5.生活;満足度

2Mt 14.6% -2年 4.3% 持 ち 家 66.5% 現在の生活に満足ですか

30代 28.7% 3-5年 5.3% 民間借家、アパート 18.7% 大いに満足 9.2% 

40代 31.4% 6 -10年 9.6% 公団市営・町営住宅 2.5% まあ満足 9.1% 

50代 24.3% 11-20年 20.5% 社宅、官舎 9.7% 少し満足 18.8% 

不明 1.0% 21-30年 21.7% 間イ昔 0.3% 満足でも不満でもない 24.2% 

31-40年 19.6% 介、 の 他 2.1% 少し 不 満 17.9% 

41年以上 18.1% 不 明 0.3% やや不満 11.3% 

不 明 0.9% 大いに不満 7.1% 

わからない 2.0% 

不 明 0.4% 

6.すみごニち 7.永住意識 8.近隣関係

この由Iの住み心地は良いですか この町にずっと住んでいたいですか 近所つき合い

大変親しい 28.8% 

親 し し、 18.2% 

世間話しをする程度 25.1% 

挨拶はする程度 24.8% 

とても良γ 14.4% 

まあ良い 44.5% 

少し良い 6.4% 

良くも悪くもない 15.4% 

引越したいですか

ぜひ引越したい 23% 

できれば引越したい 6.5% 

引越すほどでないがこの町でな
16.3% 

くとも良い

少し悪い 8.7% なるべく住んでいたい 39.4% 顔もよく知らない 2.6% 

やや悪い 4.6% ぜひずっと住み続けたい 30.6% 不 明 0.5% 

とてもHsい 2.7% わからない 4.5% 

わからない 3.0% 不 明 0.4% 

不 明 0.2% 

(4 ) 



圃圃直ID~~[JÆ圃層圏直

新入学おめでとう

園
美
利
河
小
学
校

(
2
名
)

児

童

名

性

別

保

護

者

名

坂

本

雅

代

(女

・
光

卸

)

丸

山

友

子

(
女

友

平

)

圏
花
石
小
学
校

(
2
名
)

佐

竹

英

紀

子

(
主

・
紀

石

沢

陣

問

(
列

・
降

圏直
中
里
小
学
校

(
1
名
)

叫

ん

品

広

行

(

到

・
一

圃
種
川
小
学
校
(
日
名
)

阪

井

朋

美

(
女

・
消

尾

形

敏

幸

(
男

義

一 辺lIitt Ji1f 

こ
の
ス
ポ
ツ
大
会
が

2
月
げ
日

今
金
四
ノ
相
ス
キ

l
場
に
お
い
て
、

北
部

4
町
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

参
加
者
数
は
、
今
金
町
間
入
、

北

怜
山
町
作
入
、
瀬
棚
町
時
人
、
大
成

町
辺
入
、

計
加
入
が
タ
イ
ム
を
競
い

あ
い
ま
し
た
。

今
金
町
の
入
抗
は
次
の
と
お
り
で

す
。

争
回

転

競

疫

争

マ
小
学
校
男
子

3
、

4
年
生

l
位

花

剖

実

生

マ

同

女

手

l
位
向
田
麻
紀
子
、

2
位

金

沢

佐
和
英
、

3
位

古

村

英
保

マ
小
学
校
男
子

5
、

6
年
生

ー

位

桶

恒

太
郎

2
位

新

居

野

幸最
h 

‘ 
ー

J
V

• • 
六

子

(

立

俊

郎

)

本
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(
別

共

f
)

鍬

夫

(
女

・

裕

)

山

川

(
川
内
・
米

)

安

述

附

(
列

・
敬

二

日門

村

多

川

芯

(
列

盟

)

佐

々

木

俊

介

(
叩刀

裕

一市
)

村

上

正

人

(
男

・
正

美

)

出

水

山

子

(

立

位

二

上

凶

美

市

晶

子

(

女

自

兇

)

山

口

達

也

(
男

・
光

雄

)

圃
八
束
小
学
校
(
日
名
)

小

原

光

昭

(
到

輝

光

)

村

刷

一

人

(
列

・
虫

二

村

瀬
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(

児

久

則

)

水
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杉

(

抑

「
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日

泣

き
や
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(
立

。
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一

)

附

村

制

一
郎

(
叩内
・

相

)

村

縦

十

本

米

(
女

・

中
広
)

阿

部

陽

子

(

立

一

夫

)

圃
金
原
小
学
校

(
3
名
)

山

本

義

行

(
男

実

)

水

升

肝

将

(

男

秋

芳

)

永

井

正

法

(
到

-
忠

男

)

置
盟
国
小
学
校

(
9
名
)

前

川

辺

美

(
女

税

吾

)

佐

藤

由

美

子

(
女

・
弘

二

円

又

干

犯

(

立

・
似

久
)

鈴

木

陽

仁

(
男

幹

川町)

川

上

紘

千

(
立

等

)

津

川

栄

担

千

(
女

同

之

)

内

ヶ

山

川

和

良

(
列

道

良

)

南

川

忠

皇

位

(
女

也

)

村百T

大柿年貼;

ITI 

リJ

マ

同

女

子

1
位

河

端

和

江

2
位

士

口
村
や
よ
い

マ
中
学
校
男
子

1
年
生

2
位

松

剖

克

附

マ

同

女

子

3
位

森

佳

舟

代

マ
中
学
校
男
子

2
、

3
年
生

1
位

岩

井

健

治

2
位

菊

地

修

マ

同

女

子

l
位

白

凹

忠

些

子
、

2
位

苫
忠
、
3
位

官

村

さ

お

り

マ
高
校
生
男
子

z位
小

凶

辺

川

マ
同

女

子

ー
位
中
山
晴
尖
代
子

2
位

竹

内

心

尖

マ
青
年
男
子

1
位

石

川

明

弘

2
位

小

関

文

雄

マ
成
年
男
子

1
位

小
林

実

マ
壮
年
A

1
位

凶

沢

昭

雄

、

2
位

義
博
、

3
位

村

上

胤

雄

マ

一
般
女
子

B

1
位

八

恩

師世
V
U忠
子

争
大

回

転

競

授

⑨

マ
小
学
校
男
子

3
、

4
年
生

1
位

加

藤

剛

マ

同

女

子

1
位

金

沢

佐

和

美

笹

森

芳

弘

(
叩刀

正

樹
神
丘
小
学
校

(
3
名
)

山

中

夫

什

.
(
女

文

失

)

村

上

友

夫

(立

・
忠

弘

)

内

山

瓜

(
列
-

M

克

)

掴
今
金
小
学
校
(
M
H

名
)

下

本

地

弘

(
列

久

夫

)

削

武

志

(

山内
・
五

郎

)

捕

監

太

郎

(
列

・

長

満

)

中

川

志

(
男

幸

則

)

凱

(
男

・
位

行

)

出

美

(
立

・
末

吉

)

美
奈
子

(
女

封

勝

)

絵
則
一川市

(女

・
芳

夫

)

利

克

(
引

が

惜

柿

)

緋

司

(
山内

戊

)

持

(
川山
・

附

)

山正

純

(
女

・
秀

人

)

広

明

(
川内

弘

道

)

絵

麻

(
立

。
維

秋

)

一

絵

(
立

・
郎

二

智

美

(
女

紀

子

)

真

規

子

(

女

税

)

さ
ゆ
り
(
立

・
輝

雄

)

留

美

(
立

印

刷

秀

)

真
理
子

(
女

誠

)

佼

(立

・
r
M

干
)

正

志

(
叩

内

知

明

)

山刑
務
災
(
女

・

明

)

兵
利
子

(k
・
光

兇

)

本

ニ

(
初

勝

術

)

直

イ

(
女

淑

)

砂

織

(
立

・

稔

)

晴天の道広ポ(大回、転競僚か ら)

中木本ff< 外小 i立飯池J.lA稲池 lまl鈴坂 金羽 松矢 佐似 村山
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マ
小
学
校
男
子

5
、

6
年
生

l
位

橘

恒

太

郎

、

2
位

勝
明
、

3
位

向

m
統
的

マ

同

女

子

2
位

佐

藤

典
子

3
位

佐

々

木

夏

子

マ
中
学
生
男
子

1
年

1
位

和

田

浩

治

3
位

吉

村

教

史

マ

向

女

子

3
位

鈴

木

か

お

り

マ
中
学
校
男
子

2
、
3
年
生

1
位

児

玉

直

樹

、

2
位

紀
之
、

3
位

岩

舟

他

的

マ

同

女

子

ー
位

白

山
岨
単
子
、
2
位

当
忠、

3
位
司
口
一
村
さ
お
り

マ
高
校
生
男
子

1
位

岩

井

尋

幸

2
位

小

西

道

明

マ

同

女

子

1
位

中
塚
美
代
子

2
位

竹

内

恵

美

守
青
年
男
子

1
位

大

平

税
之
、

3
位

マ
成
年
男
子

i
立

ト

林

マ
壮
年

A

2
位

都

合

3
位

吉

田

マ
壮
年

B

I
位

宮

沢

iuJ 
宮市)11 

)~: 
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日力JI

4、I'!t
I則義

主 1
雄イ立

実正 。久Ug 
;1' 

2 
f立

• q・健
太
郎

(
山

佑

幸
)

忠

一
(
引

・
正

点

)

利

之

(
川

町

山

光

)

将

(
山内

竹

都

)

愛

央

(

立

・
行

務

)

誠

一
(
兇

・

勉

)

千

佳

(
主

・

消

)

崇

史

(

列

・
邦

夫

)

公

介

(

男

-
公

士
)

満

姫

(

女

実

)

和

幸

(

引

部

ご

好

笑

(
女

・
春

男

)

涼

子

(
女

冷

子

)

刊

美

(
立

・

実

)

新

(
川町

。

也

)

大

ぷ

(
列

茂

)

地

久

(
引

先

二
)

努

文

(
到

・
康

夫
)

直

紛

(
引

栄

郎

)

さ
と
み

(
女

秀

樹

)

氏

(
男

・
教

之

)

司

(
男

正

義

)

忍
(
男

・

究

)

美
(
女

・
政

悲

)

子

(
女

進

)

彩

(

女

治

)

鮒

(
山

昭

二

志

(
列

・
仁

志

)

世

(
女

滋

配

)

代

(
女

・

降

)

札

(
山内
・

辺

)

栄

(
女

・
栄

二

々
(
女

・
一

治
)

登 1111友光資理fl'臼:怯元裕奈

義
博、

3
位

村
上

守

一
般
女
子

B

1
位
八
重
座
慈
恵
子

φ
距
離
、
継
走
競
疲
A
T

V
中
学
校
男
子

2
、
3
年
生

1
位

山

崎

英

人、

2
位

浩
一
、

3
位

森

山

英

樹

マ
高
校
女
子

ー

位

波

部

民

子、

2
位

背

木

真
希
子
、
3
位

大

塚

美

紀

マ
青
年
男
子

1
位

八

木

佳

孝

マ
成
年
男
子

1
位

西

政

明

マ
壮
年

A

l
位

小

西

佐

川

2
位

制

凹

征

夫

マ
壮
年

B

1
位

水

野

信

義

マ
継
走
小
中
学
生

1
位

今

金

A
チ

l
ム

3
位

今

金

B
チ

l
ム

マ
継
走

一
一般

1
位

今

金

チ

l
ム

世そ坤訓
戸I
立M

ノ]、

西

ー

l
t

j
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辻

以
上
の
よ
う
な
成
献
で
し
た
。

*1谷井 藤川

美
子
育
(
女

・

悦

)

利

技

(
川内

文

夫

)

彩

子

(
女

・
良

二

昨

悲

(
抑

留

也

)

奈

々

(

女

泊

二

持
由
子

(
女

・
敏

文

)

都

(
女

・
昭

子

)

紀

久

(

男

政

博

)

英

一

(

男

・
保

夫

)

裕

子
(
立

・
勝

己

)

友

規

(
男

宏

信

)

浩

二

(
男

一

成
)

牧

人

(
労

・
雅

弘

)

州
制
御

(
山

・
正

博

)

柿

英

(
女

・
平

司

)

賢

二

(
卯

明

美
)

一

地

(
山

内

鉱

)

久
美
子

(
立

・

勝

)

t
u

織

(t
・

捻

)

秀

明

(
男

誠

二
)

志

伝

(

男

・
一

倍
)

陛

未

(
女

・

義

光

)

真
由
美

(女

・
政

三
一)

位

利

(
男

・
弘

二

達

也

(
男

彰

)

恵
利
香

(
女

義

行

)

和

幸

(
男

・
降
ー
雄
)

敏

充

(
到

・
賢

治

)

#

柴

(
女

口

引

)

俊

邦

(
叩
マ

茂

光

)

し
づ
か

(
女

-

税

)

彰

(
拘

勝

広

)

計
問
名

(7) 



健康づくりは運動と

カロリーの自己管理から

-
‘l'
一

i
一

一
手品

一

一
ド
レ

一

+AF

一

ー
の

一

』
丸

一

病

一

+
6

一
!
 

満

一

回」

一

白
調
川

一

= 

= 

= 

= 

= 

= 

エ
ネ
ル
ギ
ー
を

替
え
る
な

一
人
ひ
と
り
の
辺
品
川
以
、
食
が
の

内
拝
に
よ

っ
て
述

い
は
あ
り
ま
す
が
‘

一
日
の
う
ち
に
、
辺
川
仰
な
ど
で
川
伐

を
心
が
け
た
し
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
H
h
k

が
あ
り
ま
す
(
改
定
日
本
人
の
栄

養
所
要
量
)
。
特
に
、
ェ
、
不
ル
ギ
ー
を

ど
の
く
ら
い
消
費
す
る
か
と
レ
う

生
活
活
動
の
程
度
が

I
の
「
軽
い
」

に
当
て
は
ま
る
人
は
、
制
極
的
な
連

動
で
ェ
、
不
ル
ギ
l
b
z
蓄
え
な
レ
努

力
が
必
要
で
す
。

運劃で消費したい

200 

300 

100 100 

200 

販売

乳5 10 II中ぐ
勺い 程度

ふだんあまり使わ

ない筋肉を使う運

動をl山ガける

100 

200 

例

E~~:2jJl司民島、同窓居眠司r... 圃EトI~証屯E屑陸軍 ìjl-:lI・

の種瞭

0.5 
未満

活動のパターン{時間)

3 13 

EZ糾作業、漁業作業、

建設作業主主ど

伐採作業、フ口のスポ

ーツ選手など

生活活劃の程度

1.車至い

4 

4 

6 6 

N.重い 5 

伊予
III.重い

(r、• 

医
療
費
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す

退

職

者

昭
和
五
十
九
年
十
月
一
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
退
職

者
医
療
制
度
」
と
い
う
新
し
い
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か
。

こ
れ
は
、
退
臓
者
と
そ
の
家
族
が
お
医
者
さ
ん
に
か
か

る
場
合
に
利
用
す
る
医
療
制
度
で
、
七
十
歳
巳
な
っ
て
老

人
保
健
に
移
る
ま
で
の
あ
い
だ
適
用
さ
れ
る
も
の
で
す
。

退
職
者
の
医
療
費

負
担
を
改
正

会
社
や
役
所
な
ど
を
退
職
し
た
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
は

一
般
的
に
同
氏
健

康
保
険
(
国
保
)
に
移
行
L
.
医
療

を
受
付
る
こ
と
に
な

っ
て
t
ま
す
。

し
か
し
こ
れ
で
は
、
若
レ
元
気
な

う
ち
に
負
組
金
の
少
な
い
健
康
保
険

な
ど
の
い
わ
ゆ
る
被
用
者
保
険
に
加

入
し
、
病
気
が
多
く
な
り
が
ち
な
右

後
に
、
そ
れ
よ
り
も
負
担
の
大
き
い

国
保
に
移
る
こ
と
に
な

っ
て
し
ま
い

ま
す
。
ま
た
、
退
職
者
の
医
保
山
口
は
、

岡
山
悼
と
他
の
国
保
の
被
保
険
お
に
依

存
す
る
こ
と
に
な
る
こ
と
か

ら

そ

の
不
合
哩
目
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
し

た。

今
凶
の
「
迫
職
者
町
内
擬
制
度
」
は

ニ
の
点
を
改
め
た
む
の
で
、
w
阿山町山
u

は
対
象
者
の
保
険
料
(
税

)
t被
川

布
保
険
カ

九つの
惚
出
金
で
州
わ
れ
ま

す
。
ま
た
、
対
象
者
の
れ
判
金
も
ニ

医

療

制

度

制
(
被
扶
養
者
は
外
来
三
割
、
人
院

側
川
)
と
、
川
以
に
比
べ
て
特
滅
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

退
職
者
医
療
制
度

が
受
け
ら
れ
る
方

次
の
つ
の
条
刊
に
勺
て
は
ま
る

右
が

H

迫
職
被
保
険
者
物
と
な
り
、

}】
の
制
度
の
油
川
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

①
州
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

②
主
人
以
憾
の
越
川
を
呈
け
て
レ
な

レト
h
M

同

(8 ) 

ド
ー
ナ
ツ
半
分=

 

な
わ
と
び
十
分

百
キ
ロ
力
ロ
リ
の
ヱ
ネ
ル
怠
わ
と
び
で
約
十
分
、
シ
ヨ
ギ
ン

ギ

i
は
、
ド
ナ
ツ
な
う
半
分
、
ク
な
ら
お
よ
そ
十
五
分
の
運
動
量

炭
厳
飲
料
で
は
一
本
分
に
相
当
し
ガ
必
要
で
す
。

ぎ

す

。

力

ロ

リ

を

多

く

取

っ

疋

ら

、

ま
芝
、
同
し
百
キ
ロ

・
力
口
リ
そ
の
分
は
運
動
盛
を
増
や
す
|
|

|
分
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
う
円
ほ
、
健
康
な
白
日
を
送
る
秘
け
つ
で
す
。

、
‘ 

一
炉
」
へ
一

一
二
ン
方
一

町
一
柳
一

割
リ
家
一

i
ラ
の
一

サ
そ
一

③
厚
性
年
金
平
共
済
組
合
な

E
か
ら

主
僻
(
川
出
版

)
q全
の
支
給
企
受

り
ら
れ
る
方
、
ま
た
は
被
川
名
午

全
保
険
の
被
保
険
布
な
と
で
あ
っ

た
期
間
が
、
的
則
と
し
て
二
イ
年

以
j
の
方
ま
た
は
被
川
布
年
金

保
険
に
四
」
1

歳
以
降
に
十
年
以
上

加
入
し
て
、
通
円
州
主
僻
(
迫
職
)

年
金
の
支
給
を
受
け
ら
れ
る
五

退
職
者
の

被
扶
養
者
と
な
る
方

管理事務的な仕事、

幼児のい広い専業主婦

芯と

製造業、加工業、

業、サビス業、

初兜のいる主婦

退
戦
被
保
険
者
の
被
扶
養
布
と
な

る
の
は
、
退
職
被
保
険
者
と
午
前
世

共
に
し
て
t
る
次
の
範
聞
の
万
で
す
。

①
迫
職
被
保
険
者
の
直
系
時
同
(
州

視
な
ど
)
、
配
偶
布
(
内
縁
関
係

で
も
よ
い
し
②
そ
の
他

三
税
当

(
ひ
係
な
と
)
内
の
税
肱

退
職
被
保
険
者
に

該
当
す
る
方
は

至
急
に
届
出
を

単
純
被
保
険
布
と
な
る
の
は
、
仇
-

金
の
受
給
権
が
発
生
し
た
日
で
す
。

世
情
主
は
市
(
区
)
町
村
役
場
の
国
保

の
係
へ
、
所
定
の
届
舎
に
年
金
証
書

な
E
を
添
え
て
肌
山
を
し
て
く
だ
さ

こ

の

制

度

に

よ

る

診
療
の
受
け
方
は
?

新
た
に
発
行
さ
れ
る
「
国
民
健
康

保
険
退
戦
被
保
険
者
証
」
を
持
参
し

て
診
療
を
受
け
て
〈
だ
き
L
。

そ
の
と
き
、
次
の
よ
う
な
一
部
良

川
刊
令
を
医
療
機
関
に
支
払
わ
な
〈
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
桟
り
の
医
療
費
は
、

ζ

の
新
し
い
制
度
が
支
払

っ
て
く
れ

ま
す
。

V
退
職
被
保
険
者
本
人
H
医
療
費
の

一一
例

V
被
扶
養
老
H
外
来
は
医
療
費
の
三

割
、
入
院
は
医
療
費
の
二
割

践
し
く
は
、

市
(
区
)
町
村
役
場
の

「
凶
民
健
成
保
険
」
担
当
の
窓
口
に

お
た
ず
ね
〈
だ
き
レ
。

。

O 

〈
注
〉
市
町
村
に
よ

っ
て
は
「
国
民
健

康
保
険
退
職
被
保
険
者
証
」
の
代
わ

り
に

「
退
職
被
保
険
者
等
証
明
書
」

を
発
行
し
て
い
る
所
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
場
合
は
、
ニ
の
証
明
書
に
従
来

の
国
保
の
被
保
険
者
証
を
添
え
て
診

療
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

( 9 ) 



でしつiす-ょう
新入学(園)児の交通安全

子
供
は
父
税
の
後
ろ
止
討
を
兄
て

育
っ
と
よ
〈
い
わ
れ
ま
す
。
日
本

の
家
族
の
大
半
が
農
家
て
、
税
と

子
供
が
同
じ
場
所
で
一
緒
に
働
〈

の
が
普
通
で
あ
っ
た
時
代
に
は
、

こ
の
言
葉
が
そ
の
ま
ま
当
て
は
ま

っ
て
い
ま
し
た
。
子
供
は
父
親
か

L

り直
接
一f

一日
わ
れ
な
〈
て

b

父
親

の
動
作
や
態
度
を
見
る
こ
と
に
よ

っ
て
必
要
な
き
ま
さ
ま
な

ニ
と

を
身
に
つ
け
て
い
く
ニ
と
が
で
き

ま
し
た
。

現
在
の
よ
う
に
給
守
刊
出
品
が

宰
〈
な
り
、
象
庭
と
職
場
が
雌
れ

て
し
ま
う
と
、
子
供
は
父
税
の
叶

活
の

一
部
、
そ
れ
も
働
い
て
t

る

父
の
姿
で
は
な
く
、
く
つ
ろ
L

で

い
る
父
の
様
子
し
か
位
保
に
は
兄

内案
... 略

色 -

固の進学ローン

三
月
ー

ー
も
う
す
ぐ
新
学
期
で
す
。

新
入
学
(
園
)
兜
を
お
も
ち
の
ご
家
庭
で
は
、
期
待
巳
胸
を
ふ
く
ら
ま

せ
な
ガ
ら
、
何
か
と
準
備
に
お
忙
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

入
学
準
備
の
な
か
で
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
ガ
お
子
さ
ん
に
対
す

る
変
通
安
全
教
育
で
す
。

こ
れ
ま
で
比
較
的
、
家
の
近
所
で
遊
ん
で
い
た
子
供
た
ち
も
、
通
学

(
園
)
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
行
動
範
囲
ガ
グ
ン
と
広
ガ
り
ま
す
。
行
き

帰
り
は
も
と
よ
り
、
新

し

い

友

達

の

家

に

遊

び

に

行

つ

疋

り

こ

こ

で
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
怠
い
の
ガ
変
通
事
故
で
す
。

お
子
さ
ん
へ
の
受
通
安
全
教
育
は
、
家
庭
で
の

H

し
つ
け
d

の

一
つ

と
し
て
、
ぜ
ひ
実
行
し
て
く
だ
さ
い
。
お
子
さ
ん
を
受
通
事
故
か
ら
守

る
た
め
C
i
|

。

こ
も
や
、
F
tミ
-
ノ

こ
+
A
1
4
M勺
寸

品

M
W
#
'

大
人
と
は
違
う
行
動
パ
タ
ー
ン

子
供
は
、
大
人
に
は
考
え
b
れ
な

い
よ
う
な
行
動
に
出
る

-』

t
が
よ
〈

あ
り
ま
す
。
交
通
事
故
か
ら
子
供
の

生
命
を
司
る
に
は
、
子
供
特
有
の
行

動
パ
タ
ー
ン
を
理
解
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

一
般
的
な
子
供
の
行
動
特

性
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

川
川

川
剛

山
川

剛
山川川川川川

一
つ
の
こ
と
に
夢
中
に
な
る
と

周
囲
の

句
】
と
が
目
に
入
ら
な
く

な
る

• • 

最終回

」
つ
れ
な
く
な

っ
て
L
t
い
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
を
見
た
り
、

件日
泌
を
し

た
り
州
を
飲
ん
で
い
た
り
す
る

象
峰
内
で
の
父
税
の
安
か
ら
は
「
立

派
だ
な
」
、
「
さ
す
が
だ
な
」
と
，
f
供

が

也

い

ぜ

ひ
自
分

b
そ
う
し
た

い
と
凶
U
F
フ
よ
う
な
も
の
は
あ
ま
り

あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
も

f
供
が
し
だ
い

に
成

山
川川山

手
を
挙
げ
る
と
ク
ル

7
は
必

酬

ず
止
ま
っ
て
〈
れ
る
ー

ー
と

酬

い
っ
た
よ
う
に
物
事
を
単
純

州

に
し
か
理
解
で
き
な
い
と
こ

川

ろ
が
あ
る

車
は
怠
に
は
J
M

ま
れ
ま
せ
ん
。
子

を
学
け
て
道
路
を
波
る
よ
う
に
教
え

お
母
さ
ん
が
道
路
の
反
対
側
に
い

る
の
を
見
つ
け
た
り
、
遊
ん
で
い
た

ポ

l
ル
な
ど
が
車
道
に
こ
ろ
が

っ
て

い
っ
た
り
す
る
と
、
市
の
泊
る
の
も

忘
れ
て
走
り
出
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

す
。
日
吉
で
亡
く
な
る
人
は
年
々

少
な
く
な

っ
て
い
ま
す
。
父
税
の

死
の
瞬
川
に
、
そ
の
場
に
間
に
合

う
f
供
の
数
も
減

っ
て
レ
ま
す
。

E
の
よ
う
な
総
服
の
人
の
、
と

の
よ
う
な
経
過
に
よ
る
死
で
あ
っ

て
も
、
作
ー
を
科
え
る
瞬
間
と
い
う

の
は
き
わ
め
て
品
川
雌
な
も
の
で
す
。

そ
の
坊
の
家
政
に
強
L
印
象
を
与

父
親
の
「
後
ろ
姿
」

長
し
、
山
年
制
に
な
り
‘
さ

ら
に

川
司
則

に
な
る
と
、
父
削
帆
の
供
き

て
告
た
査
を
あ
ι
り
た
め
て
与
え

句

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

本
肢
の
中
で
父
税
は
M
M
H

辿

H
取

ら
年
長
名
で
す
。
円
献

の
附
斤
と

し
て
父
判
明
が
先

に
死
ん
で
い
、
〈
-}

と
が
多
い

の
で
す
。
H
h
近
は
死
亡

者
の
過
μ
十
数
は
病
院
に
お
レ

て
で

東
京
都
立
大
学

教

授

心

理

学

詫E
摩a

武fI

俊f

え
ま
す
。
父
脱
が

f
供
に
比
せ

る

以
後
の
も
の
は

れ

ら
の
ぽ
に
か

た
て
あ
る
と
わ
た
し
は
辺
い
ま
す
。

た
ま
た
ま
臨
終
の
場
に

M
A
H
h

せ
な
〈
て
も
父
の
死
は
，
I
供
た

ち
仁
強
L
衝
鍛
と
感
品
川
そ
れ
に

HZ
し
み
を
う
え
ま
す
。
事
く
の
州
場

合
、
そ
こ
で
再
び
父
税
の
こ
と
が

身
近
仁
感
じ
し
つ
れ
、
そ
の
パ
イ
泊
の

今春に進学される

お子さまをお持ちの

方におすすめいたし

ます。

ご利用いただ ける方

高校、大学等に進

学されるための資

金を μ、要とされる

方

こ'徹資額

l進学者あたり 50

万円以内

融資期 間

高校 3年以内

大学 4年以内

利 率

年7.6%

1呆 Z正

保証基金または保

E正人

返済方 法

毎月元利均等返済

川川川馴川川
剛

山
川酬川酬川

川

物
飛
び
出
し
仰
は
な
ぜ
位
な

い
か

止
ま
っ
て
い
る
自
動
車
の
下
平
後
あ

て
遊
ぶ
の
が
ど
う
し
て
危
険
な
の
か、

言
葉

τ注
意
す
る
だ
け
で
な
〈
、
具

体
的
に

"現
場
仰
で
教
え
ま
し
ょ
う
。

「
危
な
い
よ
」
「
注
意
し
て
ね
」

と
い
っ
た
抽
象
的
な
言
葉
で

は
よ
〈
理
解
で
き
な
い

る
と
、
イ
供
は
「
子
を
地
下
げ
れ
ば
車

は
す
べ
て

H
ま
っ
て
く
れ
る
」
と
単

純
に
思
い
込
み
が
ち
に
な
り
ま
す
。

ιι

、V

L

L

P
一草

τき
る
よ
う

ヵ
ー

く
F
角

T

仁
教
え
古
に
も
泊
立
を
払
い
ま
し

臨み
一、，
，o

川
川川削

剛山川川

子
供
は
、

喜
怒
哀
楽
が
そ
の
ま
ま

行
訓
に
表
れ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の

た
め
、
身
の
問
り
の
こ
と
に
対
す
る

社
怠
力
が
散
洩
に
な
る

ニ
と
が
多

い
。

そ
の
時
々
の
気
分
に
よ
っ
て

行
動
が
変
わ
る

い
ろ
い
ろ
な
崎
両
が
旭
起
さ
れ
る

の
で
す
.
す
で
に
存
花
し
な
く
な

っ
た
人
の
記
憶
は
変
化
し
て
い
き

ま
す
。
也
い
が
り
な
い
人
か
し
り佐

川
の
父
相
械
の
こ
と
を
聞
き
、
い
い

占
で
し
た
、
立
派
な
ご
生
援
で
し

た
と
い
わ
れ
て
父
税
の
伶
き
が

初
め
て
分
か

っ
た
と
い
う
人
も

い

ま
す
。
父
親
は
死
亡
し
た
後
も
子

供
た
ち
の

心
に
影
響
を
残
す
の
で

す
。父

親
の
後
ろ
安
は
、
や
は
り
い

つ
ま
で
も
「
供
た
ち
の
心
に
乍
き

てい
V

る
の
で
す
。

ご希望によ ηポ

ナス月 (1月およ

び 7月)増額返済

をHI用できます。
お取 り級い期 間

60年 4月まで

お問合 せ先

函館市豊川町20番

9号

由民金融公庫

函館支庖

fiOI38-23-8291 

(10) 

山
川川山

川川川山
川

川
川

川
川

剛
山川山

川

子
供
は
、
自
動
車
の
そ
ば
や
ダ

ン

ボ
ー
ル
箱
の
中
に
入
っ
て
遊
ん
だ
り

す
る

ニ
と
が
川
町
き
で
す
。
物
陰
な
E

て
遊
ぶ
と
、
運
転
者
な
ど
が
気
づ
か

な
い

ニ
と
が
多
い
の
で
た
い
へ
ん
危

険
で
す
。

川

一
応
の
交
通
ル

l
ル
は
理
解

州

で
き
て
も
、
応
用
動
作
が
で

酬

き
な
い
ニ
と
が
多
い

い
つ
も
の
通
学
路
で
は
信
号
を
一
き

ち
ん
と
苛
り
.
横
断
歩
道
を
正
し
〈

泌
れ
て
も
‘
別
の
道
路
で
は
、
そ
れ

が
で
き
な
い
こ
と
が
多
い
。

物
陰
で
遊
ぶ
傾
向
が
あ
る

川

よ
し
あ
し
に
か
か
わ
ら
ず
、
大

川

人
や
年
上
の
干
の
7
ヰ
を
す
る

川

L
E
'h
」
，
L
骨
三

-
『

川

口

一。

c
'u
，P
1

川

」
，
『
戸
h
b中
仏
U
二

山
川

μ・
仁
ιun削」
f
-

-
j
-

一

川

恩

l
F佳
品
戸

大
人
が
、
貿
信
号
な
の
に
走
っ
て

減
っ
た
り
す
る
と
、

子
供
は

7
1却を

し
ま
す
。
大
人
の
ル

1
ル
違
反
は
子

供
の
交
通
安
全
の
し

つ
け
に
良
く
な

レ
彬
特
を
与
え
ま
す
。

• 

車のダッシユボードの上に ガスラ イタ ーは置きやすいも

使 っている 小 さなガス ライ ター によ る思わぬ事故があ ηま

日常なんでもなく

製員安全協会から

のです。破裂す るこ とがあ ります ので、

簡易ガスライターの取扱い

す。注意 して 〈ださい。

放置ガスライターにご注意f

〕-1
 

〔



• 水佐加阿 久生〈 国
図上藤 堂万保島 一室
害 回目 般信
の 友秀 二治 図翠
寄勉之 三高郎郎 書 1.. 

贈 11 11 11 11 11 11 '" よ
あ鳥 警美ミ人片 り
りた察 しッ生翼 ・
がち官い ドはだ i 
Eのの闘ナ楽け i 
う夜犯魚イし の i 
ご (罪 トい天 i 
ざ上 物 集 使 i 
い、 語 い i 
ま下 i 
す

f-郵便局からのお知らせ-1
!お祝いのメッセージ i 

j は電子郵便で i
進学、 就 職、結婚式のお祝い

に本人のイラストと言葉を特別

デザインの封筒で配達する こと

ができ ます。 ご利用ください。

転居届は郵便局にも

まもな〈転勤シーズンになり

ます。 転居届は、 一年間有効 で

すが、知人や友人にも新住所を

お知らせください。

今金郵便局カらj

(社会福祉協議会だより

個人名又は団体名 住所 寄 闇 内 寄

性描職 H 組合 今 金
￥36，706 

立 正 位 成 金今金支部 H 

￥10，0凹

大 竹 普 者 自 石 ￥30，0曲

書 品 孝 代 苫小牧市 ダオル外 28."~. (自さ立古ん畑遺世志子)

右“』 W! 芙 佐 子 栄 町 オム Y整理作輩 3 [!jj 3時間

松 111 博 子 商 品 町 H 1 [!j] 1時間

綴 戸 ツナヨ 鈴 金 みかん l函

井 やす 商 届 傾 111 サイター 3函

j輔棚町老人クラブ 瀬 棚 町 ￥10，000 オム Y 小451i
a耳、奉仕団今金支部 今 金 オム Y 大 1同 位 小 167位

邑 マ サ 瀬 棚 町 :，.--'Y 3枚、布3位荘巷 1枚

大 企 啓太郎 昭 和 町 みかん 3函

フラワーショップはまの λ 幡町 ジュース !困(ItxlO本)

今金ライオノズクラブ 今 金
(みカん 4閣サイ T-3函

バナナ 2函

ク J キングサ ー クル 今 金 みかん 2高

111 上 等 盟 H1 か』まちゃ 20kgX II函

1m 藤 乃理彦 昭 10釘 ￥ 5，000 

喜 i来 立 堂 栄 町 そ1)'(タレ付) 26宜

峨川カラオケ、ダノス霊貯金 姐 111 ￥ 4，2田

上 村 と L 子 末広町 ￥ 1，0凹

措 昔日 商 匝 Nl 111 缶コーヒー 3函

折 原 商 匝本 ffiJ 洗 剤 2.65kgx 5函

大 合 啓太郎 昭 和 町
￥ 5，000 

匝 名 le 石 ￥26，053 

概 酷 富佐江 南 輩 町 ￥10，000 

￥10，000 

今 金 目 石 附 栄 目I
￥25，000 

今 金 オ ト 醐 栄 町
￥25，000 

う6 買 宣 子 栄 町 ￥ 970 

大 古 啓太郎 昭 和 町
￥ 5，000 

新日本婦人的告今金支部 今 金 ￥ 5，000 

高 陪 県 祖 111 ￥叩，QQQ(香典返札と Lて)

寄贈先

畳 奔 団

先の里学園

盟 学手 圃

党内里宇圃

盟 時 国

" 
M 

H 

H 

H 

H 

M 

H 

H 

H 

H 

H 

n 

N 

N 

n 

M 

" 
H 

光町星学園

小百合保育園

光町皇学園

M 

祉協センター

盟 舟 国

M 

光町里学園

M 

~ 寿 国

光町里学園

" 
小百合保育園

社協センター

" 

一一 一一 一一一一一「雇用保険」に加入していますか一一一一一一一一一一一

安 ，C¥ して働ける職場
雇用保 険制度は、{動〈みなさんが失摸したとき 従業員が安心 Lて 働 け る ニ と は 、 経 営 の 安 定 に

に必要な給付を行ったり失業の予防や労働者向能 もつなが ηます。

力向上なとを目 的とする制度です。 詳 Lいことのお問い合わせは

従業員を一人でも雇用 Lて い る 事 業 所 は 加 入 L 函館公共職業安定所北槽 山分室

な吋ればな ηません。 TEL ④ 5 7 2 4へ

(13) 
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• 

ヱキノコックス症について

普段の注意
エキノコックス虫

@生水、 生物を口にしない

エキノコ y クスは、虫卵が口かり入る

こと によ って感染 Lますが、私達の生活

に欠かせない水については、水道水を利

用することが最も安全です。 また「山野

に出か吋 fこ時は小川町水や沢ホなと'生水

は飲まない叫

「井戸は、雨水、排水な とが流入 Lな

い構造にする」、「井戸の附近に犬、キツ

才、静とが近つカ、ないようにする ~ r沢 木

などを利用す るときは、エキノコッヲス

虫円卵は熱に弱いので 煮沸 Lて飲む J t，' 

~.の，主意を するこ~t"大切です。

野生の果実や山菜なと'は、よく洗い流

すか十分熱を加えて食べるなどの注意が

必要です。

。 エキノコックス症状

エ キノコッ ヲスの幼虫が肝臓に寄生し

ても、その発育 は非常におそいので自覚

症状が現われるまでの潜伏期は比較的長

〈、数年か勺十数年 E言われていま す。

潜伏期の次は進行期に入 ηますが、こ

の頃になると 上腹部の不快感、膨満感、

肝臓の肥大が認め りれるよつにな り、さ

勺に定状が進むと腹水な Eが現れ末期と

なり、肝不全をおニ Lて死亡するこ Eに

な ηます。

。 ヱキノコ yクス症は治 るか

エキノコフヲ ス症に かかっていて も、

潜伏期か勺進行期へ移る早い時期には外

科治療も容易であり、この時期に手術を

受 付れば完全な治癒 力、可能です。

このため、自分か勺進んで健康診断を

受け、初期の段階でヱキノコッヲス症を

発見 L早期に治療するニどが大切です。

昭和田年度歳未たすけあい募金

あたたかい心に
部落町内名 募金額 部落町内名 募金額

曙 筒T 10，960 " 車 富 下 6，500 

一aτ白Jr3 美 筒T 10，000 " 克 生 8，000 

日 グ〉 出 IBT 7，000 白 石 8，100 

:1ft 間T 31，300 金 原 地i 2，100 

八 附島 町 20，000 " iZ iiIj 3，400 

本 同I 14，000 " 中 央 6，357 

11目 キ] 四I 15，400 」ニ 金 即、 3，900 

)l!! 町 3，700 多令 金 3，000 

栄 町「 20，917 上 多骨 金 3，000 

大 和 町 35，670 春 日 手l 3，000 

京 1五 町 30，000 且，11， 回 5，000 

象k 町I 20，200 ト 7 J ケ シ〆 8，400 

砕1 町 10，000 Eヤ トマ ンケシ 2，700 

i~ï 升主 四T 66，350 下 H 3，000 

jl'ij ユ: e目 f也 9，700 相3 丘 Bド 失 1，500 

'1' 計 305，197 " 新 興 2，700 

災 fll 股 11 ，000 " o 2，000 

" }3IJ 3，500 " 西 剖i 3，500 

lE 石 24，300 " 
-1v・1r』 4日‘ 5，000 

寸2 且L 10，800 " 当巴 手口 3，900 

住 吉 6，300 イ ? ヌ ょに ノレ 4，027 

上 fA 111 6，000 多合 間 加 5，500 

~fi 111 自 iiiJ 19，400 " 
寸て

ム"' 
1，200 

" !II~ iiii 6，000 日 進 10，000 

4並 111 8，700 やl' 丘学校職員 4.000 

下 般 111 7，000 金原 W 3，000 

下 メ プ w』HZdEJ- 2，000 '1、 置十 301，484 

」二 布品 fl..1! 9，000 A 金 副社 人 全 30，000 

下 手百 相官 4，000 J主 升 捻 4，189 

光 台 5，000 天 沼 ヨンノ 1，265 

~ 会l 17，000 医 名 1，000 

1卸 h均;~ 15，000 今金小学校 一 同 15，944 

jlj 品JIII 畳: 5，000 今金 中 学校一向 42，256 

III ii: 5，000 今金フイオンズクラブ 50，000 

上 回 ii: 4，500 '1、 計 144，654 

λ 多告 13，000 58 年度繰越金 226，130 

m 回 代 3，200 

λ 耳Z 『ド ~ 3，000 合 骨十 977，465 

次のように配分されました。

町外福祉施設入所者 43名 X 3 ， 000円 ~129 ， 000円

盛 寿 困 37名 X 3 ， 000円~ 111 ，000円

光 σ〉 豊 学 円 11名 X3，000円 33，000円

長 期入院患者 80名 X2 ， 000円~ 160，000円

母 子 家 庭(準) 16名 X7，∞ D 円 ~ 112，000円

人暮勺 L 老 人 39名 X6 ， OOO円 ~234 ， 000 円

郵送代経~等 33，350円

言十 812，350円

しめ切り後円募金額(繰越金) 165，115円

合 骨十 977，465円

(12) 



目
、
話
し
を
す
る
と
き
の
工
夫

H
聞
き
手
町
反
応
を
観
察
し
な
が
ら

戸
内
大
き
さ
、
抑
制同
(
話
し
の
メ
リ

ハ
リ

n
コ
ト
パ
の
浪
。
と
で
も
い
え

る
J

、
態
度
等
自
分
の
表
現
技
術
な

り
、
表
現
方
法
に
修
正
を
加
え
て

い

く
こ
と。

口
原
稿
の
棒
読
み
的
な
印
象
を
与
え

な
い
よ
う
に
す
る
。

回
聞
き
手
に
知
る
必
要
を
感
じ
さ
せ

る
蹴
出
が
必
要
で
あ
る
。

(聞
き
手

が
自
分
に
と
っ
て
利
識
に
な
る
と
感

じ
た
り
、
思
っ
た
り
す
る
こ
と
を
判
開

示
す
る
。
例
え
ば
、
実
例
や
経
験
践

を
使
用
す
る
)

ア、

聞
き
手
町
興
味
を
蛇
絞
さ
せ

る
。

(
聞
き
手
町
傾
聴
を
保
て
る

み
つ
め
よ
う

軍
T

志位

き
手

間
間
細
川

↓L
 

時
川
は、

一
般
に
十
分
か
ら
十
五

分
と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
、
十
分

か
ら
十
五
分
で
話
し
の
ヤ
?
を
つ

イ
、
難
解
な
専
門
用
語
、
特
殊
な

略
語
な
ど
は
な
る
べ
く
避
け
、
削

き
手
に
理
解
で
き
る
言
葉
で
話
す
。

ウ
、
言
葉
町
繰
り
返
し
ゃ
回
り
く

ど
き
を
避
け
、
曲
切
れ
よ
く
鮪
し

を
進
め
る
こ
と
.

エ
、
適
切
な
身
振
り
、
手
鮫
り
も

と
き
に
は
必
袈
で
あ
る
。

五
、
質
疑
応
答
や
意
見
交
換
な
ど
の

H
質
疑
応
答
内
進
め
か
た

ア
、
話
し
手
町
古
見
を
批
判
し
た

り
、
特
定
的
聞
き
手
に
発
言
を
片• • 

少
年
た
ち
の
未
来

三
月
は

μ
節
目
H

の
用
。
進
学
や
就
職
を
目
前
巳
し
だ
少
年
疋
ち
、
ま
た
、

こ
の
時
期
巳
転
勤
を
す
る
父
親
な
ど
も
い
て
、

ふ
だ
ん
と
は
遣
っ
た
あ
わ
た
だ

し
さ
ガ
あ
り
ま
す
。
進
級
、
卒
業
、
友
人
と
の
別
れ
、
新
し
い
環
涜
へ
の
期
待

と
不
安

。
少
年
疋
ち
の
ゆ
は
招
れ
動
い
て
い
ま
す
。
そ
し
て
毎
年
こ
の
時

期
に
な
る
と
、
非
行
や
家
出
ガ
多
く
怠
り
ま
す。

へ
と
駆
り
立
て
て
し
ま

っ
た
の
で
す
。

耕一町
)は
砂
現
実
H

か
ら
の
逃
避

非
行
に
走

っ
た
り
家
出
を
し
た
少

年
や
少
女
に
総
じ
て
言
え
る
こ
と
は
、

彼
ら
が
「
現
実
か
ら
何
ら
か
の
方
法

で
逃
避
し
よ
う
と
し
た
」
と
い
う
こ

と
で
す
。

「
い
ざ
こ
ざ
の
絶
え
な
い

家
庭
」
「
不
快
な
学
校
生
活
」

「
た

い
く
つ
な
毎
日
L

自
分
た
ち
が

と
ら
え
た
そ
ん
な
か
現
実
u

に
対
し

て
、
彼
ら
は
「
面
白
く
な
い
」
「
ム

カ
つ
く
」
と
、
自
ら
を
非
行
や
家
出

アフリカ飢餓尊重

やさしく

温かい心

「
本
人
の
心
の
問
題
」

突

き

放

す

前

に

と

非
行
に
走

っ
た
り
家

山
を
す
る
少
年
は
、
全
体
か
ら
見
れ

ば
ほ
ん
の

一
出
り
で
す
.
彼
ら
は
特

に
神
経
が
過
敏
で
。
心
の
弱
い
e

人

間
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

L

も
ち
ろ
ん
、

か
し
砂
本
人
的
心
的
問
題
。
と
突
き

放
す
前
に
‘
昭
和
五
十
八
年
版
警
察

白
山
を
基
に
非
行
や
家
出
向
背
H

一M
と

アフ リカで困って い

ヲ E、 2月22日今金小

学校児童 532名 E先生

22名 が r62，922円J を、

更に、 2月18日笑利 河

小 学校児童 6名と先生

4 ~ が r29 ， 500円」 を

役場に持って きてく れましf二。

担当課では、早速日

る人に世 Lで も役だ と

得
ら
な
い
よ
う
に
す
る
.

イ
、
惜
し
手
と

一
対

一
の
応
答
に

な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

ウ
、
質
問
が
あ

っ
た
場
合
、
す
ぐ

答
え
な
い
で
他
的
聞
き
手
に
考
え

さ
せ
、
答
え
さ
せ
る
こ
と
も
必
要

で
あ
る
。

エ
、
質
問
で
わ
か
ら
な
い
場
合
は

ご
ま
か
さ
な
い
で
「
わ
か
ら
な
い
L

と
答
え
る
。
こ
の
場
合
、
後
で
調

べ
て
教
え
る
こ
と
。

オ
、
発
言
が
な
い
と
き
、
ど
う
答

え
て
よ
い
か
、
と
ま
ど

っ
て
い
る

と
き
は

「
こ
ん
な
こ
と
を
話
せ
ば

よ
い

」
と
い

っ
た
例
示
を
す
る
。

カ
、
発
E

引
の
機
会
を
つ
か
め
な
い

人

引

っ
込
み
思
案
内
人
に
は
「
こ

の
芯
見
に
質
成
で
す
か
」
と
質
問

す
る
な
ど
し
て
、
発
言
内
機
会
を

つ
〈
る
。

口
質
疑
や
意
見
の
う
け
か
た

ア
、
話
し
手
町
発
言
を
中
断
し
た

り
、
押
え
つ
け
た
り
し
な
い
。

イ
、
ひ
と
り
で
長
く
し
ゃ
べ
る
者
、

感
情
的
に
な
る
者
、
発
宮
し
な
い

者
等
は
う
ま
く
リ
ー
ド
す
る
こ
と
.

ウ
、
場
迎
い
の
発
包
は

「
諜
附
し

い
質
問
で
す
が
、
そ
の
他
的
時
に

討
議
し
ま
し
ょ
う
」
埠
と
じ
よ
う

ず
に
い

っ
て
本
筋
に
一民
す
.

エ
、
話
し
手
の
言
っ

て
い
る
内
寄

を
理
解
て
き
な
い
と
き
は
、
も
う

一
度
、
内
容
を
十
分
雌
か
め
て
誤

そ
の
土
壊
に
つ
い
て
凡
て
み
ま
し
ょ

う
。
少
年
た
ち
の
未
来
を
ね
じ
曲
げ

た
賀
任
町

一
端
は
、
わ
た
し
た
ち
大

人
に
も
あ
る
の
で
す
か
ら
。

欲
し
い
か
ら
取
る

万
引
き

・
盗
み

デ
パ
ー
ト
や
ス

l
パ

で
金
を
払

わ
ず
間
日
を
持
っ
て
き
て
し
ま
う
、

広
場
や
駅
前
に
止
ま
っ
て
い
る
向
転

半

庁

l
卜
パ
イ
を
淀
む
|

|
万
引

き
や
滞
み
の
動
機
で

一
帯
多
い
の
は
、

「欲
し
か

っ
た
、
だ
か
ら
取

っ
た
」
と

い
う
単
純
な
利
欲
に
よ
る
も
の
で
す
。

次
い
で
寸
遊
び
半
分
」
「
釘
奇
心
か

ら
」
「
ス
リ
ル
を
昧
わ
う
」
と
い
っ

た
理
由
で
す
。
五
十
七
年
中
に
補
導

赤をつうじて贈ること

に Lてお ηます.

解
の
な
い
よ
う
に
す
る
。

一
、
相
談
を
う
け
る
に
あ
た
っ
て

H
相
手
を
よ
く
理
解
す
る
。

ア
、
抑
付
け
(
説
得
)
で
は
な

〈
、
あ
く
ま
で
も
疑
問
や
誤
解
を

と
く
よ
う
、
や
さ
し
く
説
明
す
る
。

イ
、
相
手
の
人
に
充
分
理
解
と
納

得
が
符
ら
れ
た
か
ど
う
か
を
み
き

わ
め
る
。

(
相
手
町
理
解
力
や
理

解
の
早
さ
を
み
ぬ
い
て
‘
市
し
の

内
容
や
附
子
を
変
え
た
り
、

百
誌

や
用
語
も
そ
れ
に
合
せ
る
よ
う
に

す
る
J

ウ
、
充
分
相
手
町
話
し
を
聞
き
、

悩
み
や
疑
問
に
つ
い
て
十
分
現
解

し
、
わ
か
り
や
す
く
話

L
、
時
に

は
手
続
き
の
し
か
た
な
ど
も
指
導

す
る
。

ω相
手
の
特
性
、
心
理
的
態
を
知
る
。

人
び
と
が
通
桔
持
っ
て
い
る
心
理

の
特
徴
は
、
そ
の
人
の
生
活
環
境
や

境
遇
に
よ

っ
て
千
差
万
別
で
あ
る
。

裂
は
何
を
訴
え
、
何
を
求
め
て
い

る
か
を
充
分
に
知
り
そ
の
其
突
を

把
附
加
し
て
‘
誠
実
に
対
処
す
る
。

ニ
、
相
談
の
し
す
た

H
聞
き
上
手
に
な
る
。

ア
、
相
談
に
訪
れ
る
人
は
何
を
訴

え
、
何
を
求
め
て
い
る
か
を
引
き

• • 
さ
れ
た
少
年

・
少
女
同
六
制
が
、
こ

の

「
万
引
き
や
縦
み
」
に
よ
る
も
の

で
す
.

親
や
教
師
の
態
度
に
反
発

暴

力

先
生
や
友
達
を
な
ぐ
る
、
教
室
内

窓
な
ど
を
駒
す
|

|
校
内
暴
力
的
約

九
割
が
中
学
校
で
起
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
教
師
に
対
す
る
暴
力
事
件
の

う
ち
、
検
察
官
に
送
ら
れ
た
少
年
に

つ
い
て
、
そ
の
保
活
者
向
益
育
態
度

を
見
る
と
、
保
雄
者
向
約
七
削
が
自

分
の
子
供
を

「
放
任
」
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
家
庭
内
暴
力
的
被
事
者
は

六
訓
が
時
税
で
、
過
半
数
の
人
が
子

供
に
対
し

「
過
保
護
」
「
過
干
渉
」

「
で
き
愛
」
ー
ー
と
い
う
結
栄
が
あ

り
ま
す
。

大
人
の
世
界
へ
の
好
奇
心

性
非
行
(
女
子
)

五
十
七
年
中
に
性
非
行
で
補
導
さ

れ
た
女
子
に
つ
い
て
、
そ
の
き
っ
か

け
を
見
る
と

「
誘
わ
れ
て
」
「
だ
ま

さ
れ
て
」
「
脅
か
さ
れ
て
」
を
引
き

離
し
て
、
過
半
数
が

「
自
分
か
ら
進

ん
で
」
性
非
行
に
走

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
動
機
で
は
、

「
川町
脊

心
か
ら
」
「
セ
y
ク
ス
が
川
町
き
」
「
遊

ぶ
金
欲
し
き
」
が
多
く
な

っ
て
い
ま

す
。そ

の
ほ
か
可
相
手
が
好
き
だ
か
ら
」

出
す
た
め
に
も
，
聞
き
上
手
々
に

な
る
.

イ
、
附
き
終

っ
た
ら
、
そ
の
製
品
U

を
ま
と
め
て
峨
認
す
る
。

口
わ
か

っ
て
も
ら
う

説
明
は
簡
潔
で
し
か
も
相
手
町
疑

問
に
充
分
答
え
て
や
る
親
切
さ
が
必

要
。
こ
の
た
め
に
も
次
の
よ
う
な
話

術
が
必
要
で
あ
る
.

ω正
し
く
e

・e

・-
(
内
容
の
正
確
性
と

表
現
の
適
切
さ
J

ωわ
か
り
や
す
く

(確
信
あ
る

説
明
。
相
手
的
理
解
力
に
制
子
を

合
せ
る
J

ω切
れ
味
よ
く

(
相
手
の
疑
問

や
理
解
力
に
ピ
ッ
タ
リ
し
た
言
葉

を
使
う
。
信
じ
さ
せ
る
。)

ω感
じ
よ
く

e

(

相
手
町
感
情
を

尊
重
す
る
。
放
慢
に
な
ら
を
い
。

明
る
く
鼠
か
く
、
親
し
み
ゃ
す
〈
J

同
信
頼
を
得
る

相
談
を
す
る
人
は
、
生
活
に
つ
な

が
る
切
実
な
問
題
を
か
か
え
て
い
る

も
の
で
あ
り
、
常
に
懇
切
て
い
ね
い

に
応
対
す
る
。
ま
た
、
そ
の
場
で
理

解
し
た
つ
も
り
で
も
時
聞
が
た
つ
と

将
び
疑
問
や
心
配
が
起
き
る
こ
と
が

多
く
あ
る
の
で

n
何
か
あ

っ
た
ら

O

O
に
連
絡
し
て
下
さ
い
'
と
か
、
そ

の
説
明
に
使

っ
た
袈
旨
メ
モ
や
資
料

も
相
手
に
波
し
て
あ
げ
る
こ
と
も
必

要
で
あ
る
。

(14) 

終

り

と
い
う
理
由
が
あ
る

一
方
で
、
「
自

暴
白
楽
」
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

日
校
生
に
多
い
非
行
で
す
が
、

生
も

mえ
て
い
て
‘

を
占
め
ま
す
。

中
学

全
体
の
約
三
制

ト
ラ
ブ
ル
世
ら
逃
れ
る家

出

玉
十
七
年
に
警
察
が
保
護
し
た
家

出
少
年
は
約
五
万
七
千
人
。
そ
の
う

ち
四
割
を
中
学
生
が
占
め
て
い
ま
す
。

動
機
で

一
番
多
い
の
は
、
「
学
校
や
家

庭
で
起
こ

っ
た
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
逃
れ

る
た
め
」
で
す
。
家
出
少
年
内
、フ
ち

十
一
人
に
一
人
は
非
行
に
走
り
、
二

十

一
人
に
一
人
が
犯
非
の
被
容
者
と

な
っ
て
い
ま
す
。

「今
金
町
青
少
年
問
題
協
験
会
-

Z
防

犯

協

会

」

( 置画部唱団畳一 ι 

; 所得税の申告と納税 !

; ……税町一 税はも ;
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